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被災市街地における新築一戸建住宅の特性について

機区南東地区町ケーススタディを通じて←

THE CHARACTERISTICS OF  NEW  SINGLE-FAMILY HOUSES 

IN THE D1SASTER AREA 

-Ca担 ofsoutneast Nada of Kobe stricken by lhe great Hanshin-Awaji earthQuake 

平山洋介へ木山 幸介“

Yo卵胞 HIRAYAMA and Kosuke KIYAMA 

日"凶ssedin th巳 followingpaper is thc charactensti情。fsingle-fami1y houses newly COnS1rUCled in lhe SOUlhcast Nada 

of Kobc， one of disaS1er arcas hcavily dam唱団 bylhe Gr凶 Hanshin-AwajiEarlhquake. 11 is凹m岡山Ilhal Ihe 

changes of single-family houses are summarized as 1he decr同銀 inground floor area and Ihe incr伺鑓 in100al f100r area 

which Icad 10 Ihe increase of three-Slories houses， 1he incrcasc in pre-fabnca1ed h刷 S‘， weslcrnizalion in room scuing， 

and 1he widened parking space， and tha1 these new charat:lcrislics of single-family hOllses would result in the s凶hSlanlial

d制 gesin the spalial aspeαs of Ihe neighborhood 

KEy>ωrds: Hanshin.Awaji Grwt Earrhquake， Disastu Areoa， lIousing Recons/ruction， Single-Famiiy llollSe 
百仲民局大躍~JI<'， 俊民市街地住宅im， 一戸il!l主宰

'はじめに りれる.とくに一戸埠住宅の新鋳は住宅問雄全体における主要'必要

本摘は、阪神淡路大鍵災の被害を受げた市街地における住宅再 索の一つである.伸戸市では震災直後の月開年2月かり""年6

雄のあり方を追求するための基礎作集として、とくにー戸辺住宅の 月にかけて、 4万X四件の建策催認が申附され、そのフち37i2αJO

新築に着目し、その特性を彼災世俗の動向に開通づけて切りかにし 件、，，"は一戸辺住宅の新築であ勺た".住宅再建のあり方を検討

よヲとするものである.神戸市 旭区簡素地区を対象として実施し するとき、その前提条件として、続察される住宅の特色を鋸えてお

たケーススタディの結果を用いて考察を進める。

神戸市の市街地では、金刻、ヨド1褒戸lItヵψな〈とも6万筑岡戸、

4万 5ぽJO戸、ストックの総戸数に対する比率が 2J.596、16.'"!16に

及A住宅被害が発生したけ.住宅再処の方向性を展望するニとがき

わめて鍾嬰紅標題に1J..，ている.この状況のもとで、佐蔵 片帯"、

平山 武闘今宮川、安厳冬図版本・による調査研究が獲緬さ

れている...点の中むは住宅再建の園鱗性であり、教地総鎮、俊道

条件等に起因する問題の実態がIE鑑されてきた.あるいは福利関係、

資金力等に関迎した湾海の阻害嬰図が指摘されている.住宅再鐙の

陥路については、 ヲ廃車解明が箱絡についたばかりであり、そのいっ

そうの充実が待たれるところである.これに並行して、断たな総点

として分析を要するのは、再建された住宅の内容をめぐる問調であ

ろう.すなわち、住宅，mが園"な状況のもとに偉かれているとし
ても、震災以後に多数の住宅が紙賞されたことは事実である.この

新しい住宅は、農民以前とは興なる特性そ有している可能性が考え 阻， l・区南東治区の位置
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く作業が必要とされるだろう。 轟1定住世帯k艦入世帯の比楓

調査対象の灘区南東地区は、国 lに示すように、 1R線、 国道 4J 定住世帯 転入世帯 斬軍世帯

i.!!l ill '̂出自i
号線、石屋川、都賀)Ifのインフラに固まれ、都市計画事業が決定さ {世帯麺星}

高単齢身世{{6655帯a制限※来朱演)
7骨 (21.5'4)

1 23 ( 1(({4423 22附n清鳴}) ) } 

自3 (17.911i) 
れた部分を除いた77.7hilのエリアであるヘ輩者らは当地区におけ 17 (“‘) 21 (4.5‘) 

る震災以前の建築の実態、住宅被害の実態、及び住宅再誼の過程に 夫婦(65岨講) 39 (10.6110) 51 (11.01) 
主主干・母子 " (1.1紛 n (6.3紛

閲する自視調査を行ってきた".これをもとに、震災以前の迎賓物 夫婦と手〈畳干...来着) 3 (0.11"則 9 (9.5.‘} 17 (2.6対

((718a歳陶以17上a}) J1 18.特) 22 (23剖 53 (11.4li) 
の鎖型をみると、住宅用途が83.4%、一戸盟住宅が 52.4%の栂散を 自5 (23.1揖) 18 (18.9首) 103 (22.2‘} 

占めている白一戸撞住宅を主要な摘成要素のーっとした住宅市絹地
3世代間居 61 (16.6耳) 13 (13.7冒} 74 (16.0哩}
その他 21 (5.n) 5 ((55 33山滑)) " (5.6紛が形成されていたことが分かる。住宅の敷地規視は縦Vt小きく、印 不明 6 (1.6110) 5 11 {2.4‘} 

m'未満が 38.6%、8Om'未満が 56.7%である。J長道状況については、 {世帯人員}
1人 53 (14.4'4) 

1 76 { 11(763』47首叫叫) 
印刷3凶}

4m末端の敷地が 26.2%を占める。全体的に按小敷地、 焼道不良等 Z人 99 (26.9宮) 115 (24.8叫

の問題をともな う市街地であったといえよう。この地区では大規幌
3人 73 (19.11"同 。， ( 86 (1U叫
4人 74 (201也) 37 (38.9川) 111 (23.9‘〉

な住宅被害が生じた。全坦戸数の比率は、神戸市市街地の 23.5%、 5人以上 64 (174叫 17 (11.9") 81 (17.5叫
不明 s (14崎) 5 (5.3‘) " (2.2紛骨量匹市街地の 24.2%に対して、擁区南東地区では 40.6%に逮してい

る。 3〈世5.帯来主漬年前〉
6 (1.6紛 22 ((223522川‘〉〉 " 

(6.0句。
本械では農民以後に新築された一戸辺住宅を対象としたアンケー 35-44車 26 (7.1紛 ，. 50 (10.8叫

45-54. 94 (25.5紛 23 ((214126鳴%)〉 117 (25.3叫
卜嗣査の結果を用いて考察を行う。震災の発生から2年半が経過し 55-制皐 n (20.9‘) " 開 ("倒)

時組以よ 156 (42.5") 8 (8.4‘〉 164 (35.4的
た 刊97年7月時点において、 767戸の一戸建住宅の新築が植認され 不明 g (2.4‘〉 ? (1.4‘〉 " (35‘) た。これを対象として周年8月に留置自記式のアンケー卜調査を行

〈住宅所有関係3
い、 498栗を配布し、463票 (93%)の回収を得ることができた。 持地・持軍 324 (88.1叫 79 (83.2‘〉 403 (87.0紛

惜地・持曹 " (9.5‘) 10 (105時 " (9.7") 主な調葦項目は、世帯の属性、震災発生時から住宅の建築に至る経 情調度 (0.8則 4 (‘2嘗" 7 (1.5.‘) 

線、新築した住宅の特徴等である。
不明 (1.6則 2 (21笥) 8 (1.7幼

調査結果の分析にさいしては、 一戸越住宅を新築した 「新築世帯」 軒 368 (1∞倒) 時 11関側 463(1帥 O叫
来高齢世帯主世帯周1F"量以上で構成される世帯(以下閉じ〉

を、震足以前から住んでいた場所に再建した 「定住世帯」と、震災

以後に現住地に転入した 「転入世帯」に大別し、 「定住世帯Jの 「麗
.2祖曹拭誕

災前Jと 「震災後」、及び 「転入世帯」の住宅の実態を比較するとこ 定住世帯 転入世帯 新聾世帯

ろに中心的な作業目標を設定しているヘ「定住世帯」の住宅は 「震 l& ill Jd出!ll
金埴ー童.. 354 (96.2約 日1 (53.1則 405 (87.5酎

民高iiJと 「震災後Jとでは内容が霊化していると推削され、 「転入世 半壊‘半焼 17 (3.3紛 15 (15，8") 21 (5.8‘} 

帝」の住宅は独自の性質を有している可能性が想定される。本捕の
一錦繍犠 o (0.1)") 18 (18.9") " (3.9省)被宮本し 2 ω5‘} 4 {4，2紛 6 (1，3‘) 

関心は、こうした枠組みを通じて、 一戸建住宅の変容実態のー舗を 被tt災地外 (→〉 7 (1.4，，) 7 (1.5") 

動的に杷損する点にある。
368 :1伺怖) 95 (1∞倒} 463 (1伺側}

2 定住世帯と砥入世帯 婦と子Jをゆむとした規畿の大きな世得、若い世械が多くなってい

俊民市街地にー戸越住宅を新築した世俗は、定佳世得が主泌を占 るといえよっ。住宅の冊有関係をみておくと 若干の借地 陪家、

め、伺時に転入世惨を含んでいる。調査対象の新築世械は全体で 463 借家が存在しているが、定住世帯?と転入性格の双方ともに持地 j宇

佐平野であり、このうち 361世俗、 79%が定住世橋、95世俗、 21% 家が8劃以上である。

は転入世格であった。定住世千容が中也、となって一戸建住宅の建築を 次に表2は、植民鉦明にもとづく彼災状況をみたものである。定

進め、そこに転入世格の動向が付加されていると考えりれる。 住世帯のほとんどすべては 「会期 主終」であり、その比率l志向%

この両者の属性を比敏すると、表 lにみりれるように、異なる特 に及ふ 。後述のように、転入世帯は震災以前かり灘区内に住んでレ

徴をもっていることが分かる。世帯額裂では、定住性格は 「夫婦と たお揚合が多い.このため、転入世需の大半は被災しており、確災証

子J(32 %)が多くなっているが、それに炊いで f高島世帯持J(22 %) 明が発行された比率が88%である。しかし、 「会期 金銭Jは 540b

の比率が高L、。転入世怖では「夫婦と子J(52 %)が半数に達してい でみり、相対的に比率!l(jllt、。「半ど夜 半焼jが，， %、「一部IttIJU

る包同じ「夫婦と子Jであっても、定住世帯は盛子 18歳以上の位待 が 20%となっている.

が中心であるのに比べ、転入世帯は愛子7-17綾の比重が大きL、。 震災直後の 1995年2月から97年 1月にかけての居住地域と庖使

世裕人員では、定住世得は4人以上が 38%を占めると向時に、 2入 場所の能移を図2に示してLる。定住世俗は '5年2月では 「銀 子

以下が 41%に及ぶ。これに対して、転入世帯5は人員数が多く、 4入 銀戚の家JC澄難所Jに遊照していたケ スが多L、。ほぽ全世'*が

以上が57%と過半数になっている.世帯修主年齢は定住世搭において 「全策 全焼Jであることかり、 「震災前の自宅Jにとどま った性平野

高く、 65歳以ょが 43%である回転入世俗は相対的に若い世傍が多 は非常に少なし、。何年7月になると 「新しく借りた家JC仮設住宅」
く、 44歳以下が 48%を占めている。全体として、定伎役械は小規 の比率が唱え、応急的'.生活が開始されている.r現在の自宅Jは"
懐な世俗、高鈴イヒした世械を含んでいるのに比べ、転入世帯停は 「ヨ長 年 l月にな って24%を占めるようになり、同年 7fJに 67%、97年
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〈伝λ省帯居住地峨〉
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1月に 90%と比率を高めている。定世世帯は広峻的な移動を示し、96

年 1月まCは、 過半数の世帯?が種区外に住む場所そ求めていた。こ

れに対 して転入性格は、定住世符に比べれば、 「金J;' 全焼jが網" 現住地のi盤依理由は、「通勤 通学に使刺J(48 Oo)f臼常生活にa
的に少なく 、「震;災前の自宅Jにとどまったケースが多くなっている。 利J(.12%)f震災前の居住地に近L、J(38 %)の比率が寓く、震災前

灘区内に住んでいる比率は、 定住世得より も常に商い。 かり居住しても、る地域の特徴そ評価したものが多し、。また、". 子

転入世者?に関 して、転入をめぐる状況を表Sに示した。震;足前の と同居するためJr桜 子の居住調所に近心、」が約2割とは勺ており、

住宅では民営伶家が 44%を占めるa筏主前に持家であった世併は4s これは家族の被災に関連して現住地を選択したケースの存在を示唆

%と伝っているが、 戸建ての持家は 32%と少なL、。震災前の居住 しているとみりれる。

地棋は 「同じ町内Jが 12%、「灘区内Jb<58 %を示し、 合わせて約

7割に達する。転入の決定時期は、「震災前Jは非常に少なく 、rl!l 3紙袋された 戸建住宅の特性
主後jが 91%と大半を占める.こフした点かり、転入住帯の特徴と 3-1 一戸建住宅の続犠形態

して、現住地の近傍の民営倫家宅事に伎んでい た若い世帯が、被災を では、被災市街地の 戸建住宅はどのような特性を有しているの

契機として一戸建住宅の取得に至った結合が多いことが街摘される. か。アノケ ト調査の結果は、新しい一戸建住宅が震災以前とは大
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回3 ー戸建住宅の和...と浮重量

きく縄なる特ノ微を有していることを示している。 線道されてきた。この点は住宅再強を行う世帯の軍機に影響そ与え

まず表4は、敷地面積、建築面積、延べ床蘭樹、階敏包与の規模 たものと惟論される・、転入世帯ではプレハプ住宅は]7%であり、

形態に関連する指様を悲したものである.定住世宇野の震x前と震災 定住世帯よりは少なも、転入世帯は敷地面積、及び建築面積がきわ

後を比べると、最地薗績に目立った変化はなも'.2項道路等におけ めて狭小であり、それに合致するプレハブ住宅が少ないところに

るセットハックを行った世帯は 20%を占めているカ号、般地面積の分 図があるとみ勺れる。

布に大きな変化はみられない。震災前後ともに曲目fが3劃、8Om' こヲした傾向から、彼災市街地の滋区南京地区における一戸建佳

米摘が半数を超え、狭小敷地が多くはっている.1霊祭面積は震災前 宅は全体的に “スリム1'1:."~高容積化"“ 3 階建て化"“プレハブ化"

よりも震災後において切りかに小さくなっている@震災前では 40m' の方向に変容しているといえる。規俣 Jlj怨いの指標については、定

朱測は 29%であったのに対し、銭其後は 48%に及J:o建築面積が 住世俗における明確な変化は、転入世帯与の動向によっていっそフ強

きわめて狭小な住宅が吻えているといえよう.震災以前に建磁寧が 制されていることが特徴的である。

既存不適格であった住宅が、再建にさいして建築面積を縮小したも

のと考えりれるa しかじ、延べ床面積は拡大する傾向にある.震災 3-2 戸賞住宅の浮昆化

前では 1田川以上の比率は 34%であったが、震災後は ，， %と江っ 新築された一戸建住宅では明風化町の傾向b<明硲に現れてL、る。

ている。これに関連して、住宅の階数をみると、 3階建ての噌加が 図3は和室数と樽蜜敏についてのデータをみたものである.農民前

顕著である。震災前は2階建てがnJを超え、 3階鍾ては皆衡に近 の定住世得は和奮を中υとした住宅に住んでいた。和室は r2 . 3 
い状態であ勺た。震足後では3階建てが42%を占めるところまで増 室Jが56%、"室以上」が36%を占め、洋室は rt室以下Jが"

えている。狭小敷地において、建磁場の規制のもとで、延ぺ床面積 %であった。しかし、震;災後では和室の減少、洋室の増加が顕著に

の鉱娘が指向され、その結果として3階建てが選択されているとみ 進んでいる。和室は r1室以下Jが 45%を占めるよつになり、 r，
られる。 室以上jは5%と皆無に近くなっているa 様室は f2. 3室Jf 4 ~ 

転入世帯の一戸建住宅は、定伎世初における震災前後の変化を促 以上J の比率が 33~o ， 35 %と高まっている。定住也事絡の和室と洋

進する性質を有していることが在目される。すなわち、敷地面積、 室の畳数を純計してみると、震主前では和室6，290量、株主 3.582量

建築面積がより小さく、延べ床面積はよ，大きい. 3階建ての比寧 であったのに対し、震災後では和室3.559畳、洋室6.627量で必るa

はより高くなっている。転入世傍は若い世俗が多く、資金力の限界 緩災市街地では和室の揃小と体重の鉱強が全面的に進展していると

等から狭小な敷地を取得し、世宇野人員が多いことかり、そこに 3階 いえようe転入世俗では洋室の比重がいっそう高い。和室は r1室
建ての住宅を建築し、延べ床面樋を硲保しようとしていると機察き 以下」が由%に及び、持室は f2. 3室j[4室以よ」が59%、36

れる。%とより寓い比率を示している。

住宅の構毒をみると、定住性微の震災前ではほぼすべてが木還をで こうした和室の減少と洋室の噌加傾向は新築世俗の属性に深く関

あった.しかし、その比率は震災後に 45%まで低下している。これ 通している。世帯煩型では 「夫婦と子J、世得主年齢では年齢が低い

に代わって増加したのはプレハプ住宅であり、 33%を占めるに至っ 世宇野において、和室が少なく 、洋室の比IIIが高まる実態が明快に認

ている.マスコミ等を通じて、在来木造工法の伎宅が大量に倒漉し めりれる。転入世帯?では 「夫婦と子J若い佐織の比率が高〈、その

たこと、プレハプ住宅の被害は相対的に経微であったことは、広く ζとに関連して洋室を主体とした住宅が多くなっているとみりれる.
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..定住世帯における佐直の橿事
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定住世得については、田県室、食事室、団媛 食事禁周室等の公

室の内容を調べている.議5に示すように、公室の洋室イヒが明らか

である.食事室は震見前においても洋室が臼%と過半散を占めてい

たが、震災後では 91%とほぼすべてが津室に伝っている.聞製2監と

閏禦 食事通産周撃は、株安の比率が 31%から，，%、，， %から 82

%へと大きな変化が盆じている.また‘公室は震災前では9例以上

が l階に設置されていたのに比べ、震災後li*13割が2階に置かれ

るようになっている.これは3階建ての増加に関係していると考え

てよいだろう i・」

'"に、図4とl&:6 li、「和風要素jについてみたものである.アン

ケートによって杷鼠可能は和風要素として、玄関の引き戸、仏盤、

神棚、和室の続き問、床の問、縁側等の投置の有無を尋ねている.

これによれば、定住世俗では震災前からlIX後にかけて、和風嬰紫
の役置司与が大きく低下したことが分かる.仏壇は緩災前の初%か勺

農民後の 65'0へと若干の減少にとどま勺ている園しかし、それ以外
の和風要素の減少は顕著である.震災前では引き戸、神棚、続き問、

床の間等のt愛盤皐は 47-69%に及んでいたのに比べ、銭其後はn

- 37%と大幅な低下になっている。録保リは鍵;足跡jに 3~1強を占める

脱皮であったが、震災後は 9%にまで減少した.転入世俗における

和風要素は般0・gがより低い。仏壇と床の間が3割前後、それ以外

の和風要素は 1割前後と伝っている.和風要紫の設置$1ま紙策世裕

の属性との組関関係が強L、.r高齢世帯」に比べて 「夫婦と子J、高
年船の倹帯に比べて来い世格では、 2量置lJlは概 して低〈江る傾向が

;gめりれる。
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このように、被災市街地の 戸建住宅峰、和室の減少、洋室の地 3-3 外個室聞の度化

加、和風要務の極少努による"洋風化司の状況を示している.定住 最後に、厳地内の舛徳空間に生じている変化をみておきたL、 図

世.，の震災前後を比叙すると・洋風化"の傾向が明快であり、伝入 aと表7は、外$?l!闘の要鴛として、駐車場、植樹、盆級、花篭を
世俗ではいっそう強く"洋風イrが現れている.定住世械がもたり とりあげ、その段置率を示したものである固このデータによると、

す変化を転入世併が促進している点は、上迩した住宅の規様 形態 全体として刷駐車場1t" ~~ド緑化聞 と も呼ぴフる変化を秘めることが

における傾向と同舗である.一戸建住宅の内容が大きく変化してい できる.定住世俗の震災前と震災後を比鮫すると、駐車場の設置私

るζ とが理解されよう. は 26%か句 58%へと大きな伸びを示し、値制は"..から 3690へ

と低下したことが分かる.盆線、花壇は震災前かり 27'o、""と
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比惑が低い.このうち盆殺は震災後に 16"とさりに減少している. えている.ζ うした修向は、 ー戸怨住宅の変容が相繍環様、景観形

花喧については震災後，， "であり、変化の幅は小さい.較入世修で 成母の住環境に対して大き 1.i~・を与えていることを悲 し、その突

は駐車場φ段低調院は 76%に及び、備側Uぉ%といっそう少ない. 思への符緬作業が必要である ζ企を示している.

ここでも定住t空惜の霊化を強制するように転入世帯野の動向が働いて 本稿において倣った問題が、匝神 淡路大震;足の被害を畳けた市

いるといえる.外部事聞の状"を街簸附併の属怜企の関連において t街地に悶有の主題であることは事災マある。しかし、こ こで示した

観察すると、 「夫婦と子J..若い世併に"いて、“駐車樋イヒ町と嗣非緑 ー戸建住宅の宜容実簡は、他仰市において緩慢に進行している変化

化"が目立っている.アンケート関蚕はー戸建住宅が新築されて聞 を、いわば嗣先取り・して樋舗に表現している側面があるように息

む忽い時期に実施したものでめる.このため、緬樹等に関しては、 われる 白 川. その意味では、彼災市街地の住宅再趨をめぐる r.ll lll'~ 、

調査時点では米盤備であるとしても、将来的に設置を予定している より普通的な課題に後近するための紫"としての性絡をも有してい

也管が存在することが考えりれる.しかし、アンケートを通じて符 るとみ勺れる.

来の予定を設問したところ、錨樹、盆鏡、花喧電事の設置を考えてい

る虚構，<1測に調たむかった <繍注〉

1 ) 鍵災復興鶴市づくり特別委員会の被災度判定調査、御前住宅学会

4 鎗愉 等の集計作業による.

彼災市街地における住宅再建のあり方を迫求するには、断続され 2) 佐膳金二 片脊写治 神戸市の纏災復興促進区繊におけるUI興事

る住宅のトレJ ドを錠えておく必要がある.本績では、 ζの探題ヘ "'~蘭0川事徹について まちづ〈札住宅復興三萎鍍盤繍の復興状

の寄与を意図して、 選区南東地区を対象cしたケーススタディを行 懸からみた都市計画・，.と佳産市環障の比般倹針、鶴市It薗..文袋、

い、餅獲されたー戸建住宅の特性そ明わかにしてきた。 ー戸建住宅 No.JI、仰担3-828、1996

の再建は住宅再返金体における主要芯要素のーつである.本捕の結 3) 平山洋介 武闘2・令官僚二 被災市街地の住宅胃越プロセスー

泊として、以下4点を鐙摘しておきたも、. 阪神・淡路大震災における狙区南東旭区のケ ススタディ、初市計

災市街地に一戸建住宅を溜策した首都は、定住世需が中心で 菌検文集、 No.Jl、pp.805.SIO、1996

あり、同時に転入世怖を含んでいる。ケーススタディでは定住世怖 心安雌元夫 ー幸四t)板本滋之木活者密集市街地の創釘緒、狭小宅

が8割、転入住僧が2割であうた。定佐官併と転入住得は互いに拠 地における住宅再建の倒般住に関する研究一一阪神大震災・白地地域

伝る属性を有し、前者が小燥機俗世俗、高齢化した性格を含んでい の商須磨地区におけるケーススタディ 錦市計画蛤文集、 No.J2、

るのに比べ、後者は 「夫婦と子J¥IIの規模の大きな世得、若い世僧 pp.751-756、1997

が多い ，) 神戸市住宅局調べ.

②餅鈍された 戸建住宅は、震災以前とは顕著に異悠る特性を示 6) 初市計画事業の区緑は住宅再建の条件がま qたく異怠るため、綱

している戸建住宅の霊化は、線銭形態の ・スリム化"・高容償 資対a良から除外している.
化"“3階建てィr、栂遣の Mプレハプ化"、届"'¥11の“洋風化"、外 7) 回線調査の結果は、前倒平山ほか、及び平山洋介 木山翁介測

側室聞の“駐車繍化"“非緑化“として要約される。被災市街地にお 区南東地区、街の復興カルテ、兵fI県 〈財)21世紀ひょうご創定協

いて巡騰している住宅再建は、震見以前のストックを再現するので 会、pp.109-131、!997において鰍告している.

はなく、それとはきわだって拠なるスト ックを形成していくと宅え 剖震災以前に当按の椙所に住んでいた世帯貝を含む也栃を 「定住位

勺れる. 得}J、鍵災以後にすべての世俗員が現住地に移ってきた世併を 「伝入

品こつした 戸建住宅の変化低、定{字情備が策提前とは異なる内 世俗J~定殺している.

容の住宅を再建する ζとによ 。て生み出されている.転入世俸が断 り 7/ケートでは伎宅を11策するにあたヲて量侵したことを復敵国

策する一戸建住宅は、定住世俗がもたらす変化を強める性質を備え 答で尋ねている.その結果によれば、 「耐震性jをJil!!したといヲ固

ている点が特徴的である.定住世絡の住宅再建に転入陛織の動向が 容が68~6 で厳も多も、.

加わり、 ー戸建住宅の変化が強〈現れている 10)表5からは、震災後に図舞混と食劇蜜を兼用する公賓が増えてい

@今後の研究際組として、 一戸注住宅の変化を住宅計画、住環境 る傾向がみられる.本摘の範囲を超えるので、ここでは立ち入らない

針薗の償援に岡迎づけ、その評価を行う作鍵が必要である.住宅平 が、住宅平而の変化傾向が現れている.

(19911¥1121l1911":副会思 1991llf.SH811は川決定}
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